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(54)【発明の名称】 蛍光内視鏡装置及びその装置を利用した診断部位彫像方法

(57)【要約】
【課題】  蛍光内視鏡診断の正確性を高めることのでき
る蛍光内視鏡装置及びその装置を利用した診断部位彫像
方法を提供する。
【解決手段】  内視鏡３０と診断部位１に白色光または
短波長励起光を提供する複合光源装置１０，内視鏡接眼
レンズ４０後に位置したカラーＣＣＤカメラ６０と高感
度白黒ＣＣＤカメラ７０，基準試片２００，コンピュー
タ８０とモニター９０で構成され，基準試片２００によ
る予備的な補正，白色光による一般内視鏡観察及び同一
診断部位を蛍光及び反射励起光で同時に映像観察及び検
査，基準試片資料によって診断部位で蛍光画像の明るさ
及び不均一の自動補正，診断部位に蛍光強度の評価，診
断部位に映像と一緒に蛍光明るさを特徴づける数値デー
タ，デジタルビデオクリップの形式で二個のカメラから
受入れられた画像の貯蔵などを行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  身体の内部組織を彫像するための内視鏡
装置において，相異なる波長範囲を有する複数個の光源
を備えて，選択された光を提供する複合光源手段と；前
記提供された光を伝送して放射するための出射経路，及
び前記出射経路から放射され身体内部組織を介して入射
した光を伝送する入射経路とが互いに平行に形成され，
前記入射経路上に対物レンズが設けられた，身体内部に
挿入可能な光伝送手段と；前記入射経路を通して伝送さ
れた光をその波長によって通過または反射して第１光及
び第２光に分離する光分離手段と；前記通過された第１
光に基づいて第１映像を獲得する第１映像処理手段と；
前記反射された第２光に基づいて第２映像を獲得する第
２映像処理手段と；前記獲得された第１映像及び第２映
像の処理，分析，貯蔵及び合成のための制御手段；及び
前記制御手段を通して処理された前記第１映像及び第２
映像またはこれらの合成映像を画面表示する表示手段
と；を含んで構成されたことを特徴とする蛍光内視鏡装
置。
【請求項２】  前記複合光源手段は，白色光と励起光を
光源として備えていることを特徴とする請求項１に記載
の蛍光内視鏡装置。
【請求項３】  前記白色光と前記励起光の光源は，相異
なる二個のランプで構成されたことを特徴とする請求項
２に記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項４】  前記白色光のためのランプは，ハロゲン
ランプであって，前記励起光のためのランプは水銀ラン
プであることを特徴とする請求項３に記載の蛍光内視鏡
装置。
【請求項５】  前記白色光と前記励起光の光源は，一つ
の統合ランプで構成されたことを特徴とする請求項２に
記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項６】  前記統合ランプは，キセノンランプであ
ることを特徴とする請求項５に記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項７】  前記光分離手段は，励起光の反射光は通
過させ，その励起光による蛍光は反射させるダイクロイ
ック光分離器で構成されたことを特徴とする請求項１に
記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項８】  前記ダイクロイック光分離器は，前記通
過及び反射のための光経路を選択的に外れることができ
るように設けられたことを特徴とする請求項７に記載の
蛍光内視鏡装置。
【請求項９】  前記励起光は，３８０－５８０ｎｍのス
ペクトラム範囲を有する光であることを特徴とする請求
項２から請求項５，または請求項７のうちいずれか一つ
に記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項１０】  前記蛍光は，５８０ｎｍ以上の波長を
有したことを特徴とする請求項７に記載の蛍光内視鏡装
置。
【請求項１１】  前記第１映像処理手段はカラー映像
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を，前記第２映像処理手段は高感度の単色映像を獲得す
ることを特徴とする請求項１に記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項１２】  前記第１映像処理手段及び第２映像処
理手段の入射経路上に対物レンズがそれぞれ設けられた
ことを特徴とする請求項１に記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項１３】  前記第２映像処理手段の入射経路上に
蛍光のみを透過させる遮蔽光フィルタが設けられたこと
を特徴とする請求項１または請求項１２に記載の蛍光内
視鏡装置。
【請求項１４】  前記遮蔽光フィルタは，６００ｎｍ以
下の波長の光を吸収することを特徴とする請求項１３に
記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項１５】  前記制御手段は，該検査対象の標準的
な映像に対するデータを基準映像として貯蔵して，前記
基準映像に基づいて実際の検査対象から前記第２映像と
して獲得された映像を補正することを特徴とする請求項
１に記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項１６】  前記基準映像は，前記実際の検査対象
と同一または類似した光学的特性を有した模型の基準試
片から前記第２映像として獲得された映像であることを
特徴とする請求項１５に記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項１７】  内視鏡を利用して身体の内部組織を検
査するための方法において，該検査対象の標準的な蛍光
映像に対する基準データをその検査対象と同一または類
似な光学的特性を有した模型の基準試片から獲得する第
１段階と；前記検査対象としての診断部位を白色光で照
明する第２段階と；前記白色光の照明によって反射され
た反射光を基にしたカラー映像を獲得して表示する第３
段階と；前記診断部位を広いスペクトラム範囲を有する
励起光で照明する第４段階と；前記励起光の照明による
蛍光を基にした高感度単色映像を獲得すると同時に，前
記励起光の照明による反射光を基にしたカラー映像を獲
得する第５段階と；前記獲得された基準データに基づい
て前記獲得された高感度単色映像及び前記蛍光の明るさ
を補正する第６段階；及び前記補正された高感度単色映
像及びカラー映像を一つの画面に同時に表示したり，合
成して単一映像で表示する第７段階と；を含んで構成さ
れたことを特徴とする蛍光内視鏡装置を利用した診断部
位彫像方法。
【請求項１８】  前記第６段階における前記補正は，前
記基準試片から前記第１段階で獲得された映像画面の最
も明るい部位に対応する信号に基づいて，前記検査対象
の蛍光映像としての前記単色映像の測光媒介変数の数値
的な値を補正するようにして，内視鏡の視野の複数の点
での前記基準試片の映像信号の変化に基づいて，前記検
査対象における蛍光信号分布の不均一性を補正すること
を特徴とする請求項１７に記載の蛍光内視鏡装置を利用
した診断部位彫像方法。
【請求項１９】  前記獲得された単色映像及びカラー映
像をデジタルビデオクリップ方式で貯蔵して相互に合成
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することを特徴とする請求項１７に記載の蛍光内視鏡装
置を利用した診断部位彫像方法。
【請求項２０】  前記単色映像の蛍光強度は，表示画面
に対する映像信号の相対的な分布をヒストグラム分析を
通して求めることを特徴とする請求項１７に記載の蛍光
内視鏡装置を利用した診断部位彫像方法。
【請求項２１】  前記求められた蛍光強度データは，前
記画面上に前記表示される映像と一緒にデジタル数字で
表示することを特徴とする請求項２０に記載の蛍光内視
鏡装置を利用した診断部位彫像方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は蛍光内視鏡装置及び
その装置を利用した診断部位彫像方法に係り，特に人体
内の腫瘍診断に適用される蛍光内視鏡装置及び方法に関
する。
【０００２】
【従来の技術】一般的によく知られた既存の内視鏡シス
テムは，身体内部器官表面を見るための白色光源と，白
色光を伝達する光ファイババンドル，伝えられた白色光
が身体内部器官の表面に入射されて反射される光を受け
るための対物レンズ，その反射光を伝達する光ファイバ
バンドル及び接眼レンズを含んで構成されたり，内視鏡
末端部で直接反射光を受けて電子信号に変換する超小型
カラーＣＣＤカメラ（Ｃｈａｒｇｅ  Ｃｏｕｐｌｅｄ  
Ｄｅｖｉｃｅ  ｃｈｉｐ）を内蔵して構成されている。
【０００３】すなわち，既存の一般内視鏡は，光ファイ
バ及び光学レンズ系を用いる光ファイバ内視鏡と，光の
伝達は光ファイバでするが受光部において内視鏡末端部
にＣＣＤマイクロチップを設置して映像信号を電子信号
に直接変えてモニターを通して観察する電子内視鏡に区
分される。一方，前記光ファイバ内視鏡の場合もモニタ
ーを通して観察できるが，この場合はその光ファイバ内
視鏡の接眼レンズ後にＣＣＤカメラなどを設置して映像
信号を電子信号に変えた後モニターを通して観察でき
る。
【０００４】したがって，既存のものでは上記のような
内視鏡システムを利用して，ユーザは胃のような身体内
部の診断部位を，カラーＣＣＤカメラを利用してモニタ
ー画面を通して見たり，光ファイババンドルで構成され
た内視鏡を通して直接肉眼で観察できる。
【０００５】既存の蛍光内視鏡システムの場合は，既存
の一般内視鏡システムのように身体内部器官表面を見る
ために白色光源を利用する以外にも，身体内部器官組織
の疾病異常有無によって，組織内の固有蛍光（ａｕｔｏ
ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｃｅｌｉｇhｔ）強度の差，また
は身体に造影剤投入時疾病部位と正常部位における第２
蛍光（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ  ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｃｅ
  ｌｉｇhｔ）強度の差を観察するための励起光源（ｅ
ｘｃｉｔｅｄ  ｌｉｇhｔ  ｓｏｕｒｃｅ）を含む。
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【０００６】このような内視鏡システムを利用して，ユ
ーザは身体内部の診断部位を一般内視鏡のように観察し
たり，疾病が疑わしい部位を発見した時，励起光に転換
後，疑問組織の蛍光強度差を観測することによって，早
期疾病（例えば，初期悪性腫瘍等）を容易に識別，診断
できる。しかし，前記蛍光による画像で検査する時には
励起光源とＣＣＤカメラを内視鏡に連結しなければなら
ず，再び白色光で観察する時には励起光源とＣＣＤカメ
ラを内視鏡から分離させる必要がある。このような検査
過程は患者の診断時間を長くする一方，ユーザとしての
医師は，同一部位に対する蛍光及び反射光から得られる
画像を同時に対照する機会を喪失するために，診断効果
が減少される問題点があった。
【０００７】このような既存の蛍光内視鏡の問題点を解
決する従来の技術として，白色光による反射光から獲得
される映像，及び励起光による蛍光から獲得される映像
を１つのＣＣＤカメラで順次に受け入れた後，コンピュ
ータバッファ貯蔵装備の助けでその各映像を記憶するこ
とによって，同一モニターに実際に同時に二映像を示す
蛍光内視鏡システムがある（例えば，特許文献１参
照）。
【０００８】しかし，上記開示された蛍光内視鏡システ
ムは，高画質のビデオ映像を提供しない。すなわち，白
色光及び蛍光の最適内視鏡映像のためのテレビジョンシ
ステムは別個の条件を必要とする。白色光の場合には高
画質のカラーテレビジョンシステムを要求する一方，蛍
光の場合にはそれは要求しないが白黒テレビジョンシス
テムのような光増幅器または信号の蓄積過程方法によっ
て，要求する高感度に到達しなければならない。このた
め，白色光による反射光及び励起光による蛍光から受入
れられた映像を単一ＣＣＤカメラで処理する上記蛍光内
視鏡システムは，高画質のビデオ映像を提供できないと
いう問題点がある。また，映像記録のための順次的な撮
影過程は，励起光によって診断部位を照射しない時間の
あいだ蛍光エネルギーの損失をもたらすようになり，回
転する光学－機械部品によって構成装備が複雑で体積が
大きい短所がある。
【０００９】前記の技術より発展された従来の蛍光内視
鏡システムとして，二個のテレビジョンカメラを有した
蛍光内視鏡システムが提案されている（例えば，特許文
献２参照）。その蛍光内視鏡システムでは，悪性疾病の
診断のために固有蛍光による画像分析をし，それの使用
方法及び装備を紹介しているが，要約して説明すると次
のとおりである。
【００１０】内視鏡バンドル（ｂｕｎｄｌｅ）を通して
光を伝達する光源装置は，二個の他の光スペクトラム範
囲すなわち，蛍光を起こす励起光としての青色光と，励
起光ではないが診断部位を観察できる反射光（逆散乱
光）としての赤色光とを有する光源によって診断部位を
照らす。蛍光及び反射光から受入れられた対象の画像は
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内視鏡の対物レンズによって，内視鏡の末端部に設けら
れた２個のＣＣＤカメラに同時に投射される。画像の光
分離はカメラの前に固定して設けられたダイクロイック
ミラー（ｄｉｃhｒｏｉｃ  ｍｉｒｒｏｒ）によって行
われる。この蛍光内視鏡システムでは，内視鏡の対物レ
ンズから診断部位の表面までの距離と観察角度，及び光
源の強度変動によって生じた蛍光画像の明るさ変化を調
整するために，反射された赤色光から受入れられた画像
を利用することを提案しており，炎症によって赤くなっ
た組織を観察する場合には，赤色光と一緒に青色励起光
を用いることを提案した。
【００１１】しかし，上記蛍光内視鏡システムには白色
光源が存在しないので，蛍光内視鏡検査をする医師が正
しい診断を行うために重要となる，一次的な白色光にお
ける一般内視鏡映像観察をすることができない。また，
反射光で基準画像を定めて蛍光画像を補正する技術は，
吸収と散乱照射間の本質的な差，及び蛍光と比較して他
の明るさ分布を有する反射光の明るい斑点の存在によっ
て正確でない。すなわち，身体組織によって赤い程度が
異なるために，逆散乱光の波長の正しい選択をしなけれ
ばならず，医師の作業が複雑になる。また，蛍光画像の
明るさ評価測定システムが存在しないために，診断の正
確度が減少する問題がある。
【００１２】
【特許文献１】米国特許ＵＳ４，８２１，１１７号（１
９８９）
【特許文献２】米国特許ＵＳ５，８２７，１９０号（１
９９８）
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】本発明は前記のような
従来の問題点を解決するために創作されたものであり，
その目的は，白色光で診断部位における映像観察を可能
にして，診断部位で蛍光診断検査時蛍光強度の客観的な
評価，及び誤差を引き起こす要素の依存性を減らすこと
によって蛍光内視鏡診断の正確性を高めることの可能
な，蛍光内視鏡装置及びその装置を利用した診断部位彫
像方法を提供することにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】前記のような目的を達成
するために本発明による蛍光内視鏡装置は，身体の内部
組織を検査するための内視鏡装置において，相異なる波
長範囲を有する複数個の光源を備えて選択された光を提
供する複合光源手段と，提供された光を伝送して放射す
るための出射経路，及び前記出射経路から放射され身体
内部組織を介して入射した光を伝送する入射経路が互い
に平行に形成されていて，前記入射経路上に対物レンズ
が設けられて，身体内部に挿入可能な光伝送手段と，入
射経路を通して伝送された光をその波長によって通過ま
たは反射して第１光及び第２光に分離する光分離手段
と，通過された第１光に基づいて第１映像を獲得する第
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１映像処理手段と，反射された第２光に基づいて第２映
像を獲得する第２映像処理手段と，獲得された第１及び
第２映像の処理，分析，貯蔵及び合成のための制御手
段，及び前記制御手段を通して処理された前記第１及び
第２映像またはこれらの合成映像を画面表示する表示手
段を含んで構成される。
【００１５】複合光源手段は，少なくとも白色光と励起
光を光源として備えるが，白色光と励起光の光源は該光
源の光出力及び波長大きさによって相異なる二個のラン
プで構成したり，一つの統合ランプで構成可能である。
【００１６】光分離手段は，光波長の大きさによって入
射光を通過または反射させるように構成するが，特にユ
ーザの選択によって該光経路を外れることができるよう
に設置して，入射光の経路上に固定して位置しないよう
にする。
【００１７】第１映像処理手段はカラー映像を，第２映
像処理手段は高感度の単色映像を獲得する。第１映像処
理手段及び第２映像処理手段の入射経路上には対物レン
ズをそれぞれ設置する。第２映像処理手段の入射経路上
に蛍光のみを透過させる遮蔽光フィルタを設置する。
【００１８】制御手段は，該検査対象の前記第１及び／
または第２映像（特に前記第２映像）に対する基準映像
データすなわち，該検査対象の標準的な映像に対するデ
ータを基準映像として予め貯蔵して，その基準映像に基
づいて実際検査対象から第２映像で獲得された映像を補
正する。基準映像は実際検査対象と同一または類似な光
学的特性を有した模型の基準試片から第２映像で獲得さ
れた映像であることを特徴とする。
【００１９】上記のように構成された本発明の装置は，
内視鏡光ケーブルに連結された複合光源手段としての複
合光源装置を含む。コーヒレント（ｃｏｈｅｒｅｎｔ）
でない光源を用いて作られた複合光源装置としての照明
装置は，一般的な観察のための白色光，または蛍光検査
のための短波長（ｓhｏｒｔ  ｗａｖｅｌｅｎｇｔh）の
励起光放射で診断部位に光を提供する。診断部位の映像
は光伝送手段としての内視鏡末端部からその内視鏡の後
端に設けられた接眼レンズ部分まで光学システムによっ
て伝えられる。
【００２０】接眼レンズ後には光学分離手段としての折
り畳み式ダイクロイック光分離器があってもよく，また
照明装置の光源を交換させることができる光源スイッチ
としての遠距離制御スイッチが付着されている。作動中
に前記ダイクロイック光分離器によって光は，内視鏡か
ら二個のＣＣＤカメラが位置した経路に各々分けられて
入る。
【００２１】最初の経路にあるＣＣＤカメラはカラーで
ある。これは反射光による映像を受け入れるために設け
られている。二番目経路のＣＣＤカメラは高感度単色
（白黒）カメラである。これは蛍光から映像を受け入れ
るために設けられている。前記二ＣＣＤカメラの前記経
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7
路上には各々対物レンズが設けられている。この外に前
記二番目経路で高感度ＣＣＤカメラに単に蛍光放射のみ
を透過させる遮蔽光フィルタが設けられている。二個の
ＣＣＤカメラからの信号は前記制御手段としてのコンピ
ュータに伝えられる。
【００２２】コンピュータはテレビジョンシステム作動
を制御して，カメラから獲得された映像処理及び分析を
する。コンピュータの主要機能はリアルタイムに蛍光画
像の詳細な強度測定をして補正をし，表示手段としての
単一モニター上に二個のＣＣＤカメラから得られた映像
を一つの画面に同時に見せたり（ｄｕａｌｍｏｄｅ）合
成して見せ，各映像を別にまたは合成されたビデオクリ
ップの形態で貯蔵をする。上記以外に基準試片が本発明
の装置に含むことができ，その基準試片の表面は各部分
で同一であって検査対象と類似な光学的特性を有するよ
うに製作することが好ましい。
【００２３】基準試片によってシステムの予備的な補正
を施行する。補正は，固定状態でその基準試片の蛍光画
像をコンピュータに貯蔵するによって遂行される。その
貯蔵獲得された資料は診断部位に均一でない照明と内視
鏡の視野（ｆｉｅｌｄｏｆｖｉｅｗ）による光の集積程
度の差によって生じる蛍光画像の非均一性の補正のため
に利用される。また，その獲得資料を通してランプの交
換とランプ老化による装備の感度補正を遂行する。
【００２４】上記のような目的を達成するために本発明
による蛍光内視鏡装置を利用した診断部位彫像方法は，
内視鏡を利用して身体の内部組織を検査するための方法
において，該検査対象の標準的な蛍光映像に対する基準
データをその検査対象と同一または類似な光学的特性を
有した模型の基準試片から獲得する第１段階と，検査対
象としての診断部位を白色光で照明する第２段階と，白
色光の照明によって反射された反射光を基にしたカラー
映像を獲得して表示する第３段階と，診断部位を広いス
ペクトラム範囲を有する励起光で照明する第４段階と，
励起光の照明による蛍光を根拠で高感度単色映像を獲得
すると同時に，その励起光の照明による反射光を基にし
たカラー映像を獲得する第５段階と，獲得された基準デ
ータに基づいて獲得された高感度単色映像及び蛍光明る
さを補正する第６段階，及び獲得された高感度単色映像
及びカラー映像を一つの画面に同時に見せたり（ｄｕａ
ｌｍｏｄｅ）合成して単一映像で表示する第７段階を含
んで構成される。
【００２５】白色光と励起光によって診断部位で発生す
る反射光は，通常反射光と逆散乱光を意味する。前記獲
得された単色映像及びカラー映像をデジタルビデオクリ
ップ方式で貯蔵して互いに合成し，単色映像の蛍光強度
は表示画面に対する映像信号の相対的な分布をヒストグ
ラム分析を通して求めるようにし，求められた蛍光強度
データは合成映像と一緒にデジタル数字で表示すること
を特徴とする。
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【００２６】上記のように構成される本発明の方法は，
カラーＣＣＤカメラを用い，白色光を照明した状態で一
般的な内視鏡検査を始める。これにより獲得されたカラ
ー画面は診断部位の形態と機能的特徴を観察して，腫瘍
の可能性がある組織部位を発見することを可能にする。
その後に蛍光内視鏡検査が遂行される。モニター画面に
診断部位の蛍光映像のみならず短波長励起光が反射され
た光が見える。後者の蛍光内視鏡検査の場合３８０ｎｍ
で５８０ｎｍの広い範囲のスペクトラム領域で遂行され
ることによってユーザ（例えば，医師）が検査する器官
を，内視鏡を通して容易に正確な位置を把握できると共
に，内視鏡末端部の位置を容易に調整することができ
る。
【００２７】単色（ｍｏｎｏｃhｒｏｍａｔｉｃ）ＣＣ
Ｄカメラでは，受入れられた画面信号のヒストグラム分
布の分析によって，与えられた明るさによる詳細な蛍光
画像の強度評価を遂行する。内視鏡の末端部から診断部
位の表面までの距離変化による測定誤差を除去するため
に，内視鏡のツール通路から指定された値までツールが
進むようにすることによって距離を調整する。蛍光代射
の強度を特徴づける数値資料は，画像に添付されて同時
に画面に記録される。また固定条件も画像と一緒にあら
われる。二個のカメラで獲得された画像はデジタルビデ
オクリップ形態で前記コンピュータに貯蔵される。
【００２８】
【発明の実施の形態】以下，添付図面を参照しながら本
発明の実施の形態にかかる蛍光内視鏡装置及びその装置
を利用した診断部位彫像方法に対して詳細に説明する。
図１は，本発明の一実施例による蛍光内視鏡装置のブロ
ック構成図である。図１に示したように，本実施の形態
にかかる蛍光内視鏡装置は，複合光源装置１０，光ケー
ブル２０，第１光ファイババンドル（ｂｕｎｄｌｅ）３
１と，第２光ファイババンドル３２と，内視鏡３０，接
眼レンズ４０，光分離器５０，カラーＣＣＤカメラ６
０，高感度白黒ＣＣＤカメラ７０，制御部８０，表示部
９０，対物レンズ１０１，１０２，遮蔽光フィルタ１０
３，光源スイッチ１０４，光経路スイッチ１０５等で構
成されている。
【００２９】複合光源装置１０は，白色光及び短波長の
励起光を選択によって提供する。光ケーブル２０は，複
合光源装置１０から提供された光を伝送する。第１光フ
ァイババンドル３１は，光ケーブル２０を通して伝送さ
れた光を伝送し，放射して照明を与える。第２光ファイ
ババンドル３２は，第１光バンドル３１の放射に対応し
て，入射された光を伝送する。第１光ファイババンドル
３１と第２光ファイババンドル３２とは，平行に一体で
形成されている。
【００３０】内視鏡３０は，第２光ファイババンドル３
２上の入射側端部位に設けられた内視鏡対物レンズ３３
を備え，身体器官の内部に入って組織観察部位近所に位
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9
置することになる内視鏡末端部（ｄｉｓｔａｌ  ｅｎ
ｄ）３０ａと，身体外に位置する中心部（ｐｒｏｘｉｍ
ａｌ  ｅｎｄ）３０ｂに区分される。内視鏡３０は，延
性（ｆｌｅｘｉｂｌｅ）または硬性（ｒｉｇｉｄ）であ
る。内視鏡３０の中心部３０ｂの端には，接眼レンズ４
０が設けらる。
【００３１】ダイクロイック光分離器５０は，第２光フ
ァイババンドル３２と接眼レンズ４０を通して伝送され
た光を入射して，その入射光を波長の相違（すなわち，
波長大きさ）によって通過及び／または反射して２種経
路の２種光に分離する。特に構造的には，入射経路上に
選択的に位置することができるように，折り畳み式で設
けられている。
【００３２】カラーＣＣＤカメラ６０は，ダイクロイッ
ク光分離器５０を通過した光が入力され，その入力され
た光に基づいてカラー映像を作る。高感度白黒ＣＣＤカ
メラ７０は，ダイクロイック光分離器５０に反射された
光が入力され，その入力された光に基づいて単色の高感
度白黒映像（または画像と称する）を作る。制御部８０
は，カラーＣＣＤカメラ６０，高感度白黒ＣＣＤカメラ
７０を通して作られたカラー及び白黒映像を入力して，
その入力された映像のデータ処理，分析，デジタル貯蔵
及び合成のためのコンピュータのようなものである。表
示部９０は，制御部８０を通して処理されたカラー映像
及び白黒映像またはこれらの合成映像を画面表示するモ
ニターである。
【００３３】対物レンズ１０１，１０２は，カラーＣＣ
Ｄカメラ６０，高感度白黒ＣＣＤカメラ７０の光入力前
段部に各々設けられる。遮蔽光フィルタ１０３は，対物
レンズ１０２と高感度白黒ＣＣＤカメラ７０の光入力段
間に設けられて，特定波長帯の光のみを透過させる。光
源スイッチ１０４は，複合光源装置１０の光源種を遠距
離選択する。光経路スイッチ１０５は，ダイクロイック
光分離器５０の位置を折り畳んだ，または広げた位置に
選択して，接眼レンズ４０を通過した光の経路を変更す
る。
【００３４】光源スイッチ１０４と光経路スイッチ１０
５は，白色光観察及び蛍光検査の条件によって，相互連
係して同時に制御される。すなわち，蛍光検査時には，
光源スイッチ１０４は複合光源装置１０を励起光条件で
作動させる同時に，光経路スイッチ１０５はダイクロイ
ック光分離器５０を広げて，励起光によって発生した蛍
光と反射光を分離する。また，白色光観察時には，光源
スイッチ１０４は複合光源装置１０を白色光条件で作動
させると同時に，光経路スイッチ１０５はダイクロイッ
ク光分離器５０を折り畳んで，光の経路に含まれないよ
うにする。
【００３５】また，本発明では，検査対象（例えば，胃
腸等）と同一または類似な光学的特性を有した模型の基
準試片２００を製作して，図１のように構成された本実
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施の形態にかかる蛍光内視鏡装置を用いて基準試片２０
０を対象に該検査対象の標準的な映像に対するデータを
獲得する。その獲得されたデータは，制御部８０に基準
データとして貯蔵して置くようにする。
【００３６】複合光源装置１０を構成する際には，コー
ヒレント（ｃｏｈｅｒｅｎｔ）でない光を光源で使用す
るようにする。一例として，白色光と励起光の光源を各
々ハロゲンランプと水銀ランプで構成して，相異なる二
個のランプで構成することができる。他の例としては，
白色光と励起光の光源を，一つの統合ランプであるキセ
ノンランプで構成できる。
【００３７】すなわち，本実施の形態では，励起光で例
えば３８０－５８０ｎｍの広いスペクトラム範囲を有す
る光（この光は肉眼では青色－緑色光に見え，科学的区
分では紫色－緑色光に表現される）を用いて，その励起
光による蛍光が約６００ｎｍ以上の波長を有する造影剤
を用いる。よって，そのスペクトラム範囲の照明を発生
する水銀ランプを励起光生成のための単独光源で用いた
り，白色光の波長範囲及び例えば３８０－５８０ｎｍの
スペクトラム範囲をすべて含む範囲の照明を発生するキ
セノンランプを白色光及び励起光を生成する統合ランプ
として用いることができる。
【００３８】このような複合光源装置１０の構成に対応
して，ダイクロイック光分離器５０は，例えば３８０－
５８０ｎｍ波長範囲の光は通過させて，例えば５８０ｎ
ｍ波長以上の光は反射させるようにし，遮蔽光フィルタ
１０３は，例えば６００ｎｍ以下の波長の光をすべて吸
収して遮蔽するようにする。
【００３９】図１のように構成された本実施の形態にか
かる蛍光内視鏡装置を実際具現して商用化された試作品
の構成要素に対して説明すると次のとおりである。内視
鏡３０は，例えばＬＯＭＯ社で製作されたＧＤＢ－ＶＯ
－Ｇ－１０胃内視鏡を用いる。複合光源装置１０を構成
する際には，診断部位照明のために例えば３８０－５８
０ｎｍ波長帯の光のみを通過する光フィルタ（図示せ
ず）と一緒に，アーク水銀ランプ（ＤＲＳＨ－２５０－
２）が励起照射光源で用いられ，白色光の照明のために
ＫＧＭ９－７５型のハロゲンランプが用いられる。
【００４０】このような複合光源装置１０は，蛍光検査
過程で大きい出力（例えば造影剤アミノレブリン酸使用
時，内視鏡の末端部で出力１５０ｍＷ以上）の短波長
（例えば３８０－５８０ｎｍ）の励起光を提供する。複
合光源装置１０で照明条件は，光経路スイッチ１０５と
別途にまたは一緒に設けられた光源スイッチ１０４を作
動して変化させることができる。
【００４１】カラーＣＣＤカメラ６０としては，例えば
商用カラー単一マトリックスＣＣＤマイクロカメラＧＰ
－ＫＳ１６３（ｐａｎａｓｏｎｉｃ，Ｍｅｄｉｃａｌ  
＆Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ  Ｖｉｄｅｏ  Ｃｏｍｐａｎ
ｙ）が用いられる。高感度白黒ＣＣＤカメラ７０として
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は，テレビジョン測定システムＴＶＩＳＴに属する特殊
な高感度単色テレビジョンカメラが用いられた。充電時
間１秒に波長５５０ｎｍでＴＶＩＳＴシステムのしきい
感度値は８×１０－８Ｗ／ｍ２である。
【００４２】ＣＣＤ－カメラは，信号充電原理によって
作動するので，光増幅器（ｉｍａｇｅ  ｉｎｔｅｎｓｉ
ｆｉｅｒ）を利用するカメラに比べて高画質であり，広
いダイナミック範囲を提供する。また，これは小型，軽
量かつ低廉な値段と高い信頼性を提供する。
【００４３】薬品アミノレブリン酸（ＡＭＩＮＯ  ＬＥ
ＶＵＬＩＮＩＣ  ＡＣＩＤ）の使用時に起こる蛍光を分
析時には，複合光源装置１０と光ケーブル２０間に設置
された励起光フィルタ（図示せず）に例えば厚さ３ｍｍ
のカラーガラスＳＺＳ－２２を利用し，遮蔽光フィルタ
１０３に例えば厚さ２ｍｍのカラーガラスＫＳ－１３を
用いる。
【００４４】ダイクロイック光分離器５０としてのダイ
クロイックミラーでは，例えば５８０ｎｍ以上の波長で
は反射が良く，それ以下の波長では良い透過特性を示す
干渉光分離板を用いる。白色光で検査時，光分離板５０
は光経路スイッチ１０５の操作によって光の経路に含ま
れないようにする。
【００４５】ダイクロイック光分離板５０の位置を調整
する光経路スイッチ１０５は，光源スイッチ１０４と連
動して制御される。制御部８０を構成するコンピュータ
では例えばペンティアム（登録商標）ＩＩＩ－７５０
（ＰｅｎｔｉｕｍＩＩＩ－７５０），ＲＡＭ１２８Ｍ
ｂ，ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１３．５Ｇｂ，
１７インチモニターを装着したＩＢＭ－共用パーソナル
コンピュータを用いる。他の装備による入出入とテレビ
ジョン装備の制御，画面とビデオフィルムの貯蔵，テレ
ビジョン画像処理及び分析のためのビデオ処理ボード
は，例えばＤＣ－３０＋，システムＴＶＩＳＴフレーム
グラバー（ｇｒａｂｂｅｒ）とデュアルビデオ（Ｄｕａ
ｌＶｉｄｅｏ）から専門的に供給されたプログラムを用
いる。
【００４６】続いて，図１のように構成された本実施の
形態にかかる蛍光内視鏡装置の作動に対して説明する
が，その装置に適用される本発明の方法と並行して説明
する。本発明の装置は，大別して白色光条件と蛍光条件
の２種条件で作動する。一つの条件から他の条件への移
動は，ダイクロイック光分離器５０を折り畳みまたは広
げ調節して光経路を変更する，光経路スイッチ１０５の
作動によって遂行される。
【００４７】蛍光条件検査時には，ダイクロイック光分
離器５０は光経路に含まれるようにし，白色光条件検査
時には含まれないようにする。光経路スイッチ１０５の
作動と同時に光源スイッチ１０４を作動して，複合光源
装置１０の照明を蛍光または白色光に選択するようにす
る。
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【００４８】まず，蛍光条件時の本発明の動作を説明す
る。光源スイッチ１０４を通して選択されたスペクトラ
ム領域の照明すなわち，蛍光条件のための短波長の励起
光は，光ケーブル２０を通して内視鏡３０の光伝達経路
としての光ファイババンドル３１を経て診断部位１に到
達する。短波長の励起光は，例えば３８０－５８０ｎｍ
の広い波長範囲で診断部位１を励起させて，アミノレブ
リン酸造影剤によって，腫瘍のような非正常組織では６
００ｎｍ以上の長波長を有する蛍光を起こす。同時にそ
れ以外の正常部位では３８０－５８０ｎｍの短波長を有
する励起光の反射光が生じる。
【００４９】上記蛍光と反射光は，映像伝達通路として
の光ファイババンドル３２を通して伝えられ，接眼レン
ズ４０を通過して，ダイクロイック光分離器５０に入射
される。ダイクロイック光分離器５０に入射された光の
うち，励起光の反射光はそのダイクロイック光分離器５
０をそのまま通過し，蛍光はそのダイクロイック光分離
器５０に反射されてそれぞれ異なる経路に分離される。
【００５０】通過された反射光は，対物レンズ１０１を
通してカラーＣＣＤカメラ６０に入力される。カラーＣ
ＣＤカメラ６０は，その入力された反射光に基づいてカ
ラー映像を作り，同時に反射された蛍光は，対物レンズ
１０２を通して高感度白黒ＣＣＤカメラ７０に入力され
る。高感度白黒ＣＣＤカメラ７０は，その入力された蛍
光に基づいて高感度の白黒映像を作るが，ここで白黒映
像は癌部位のような非正常部位の高感度映像を形成し，
カラー映像はその非正常部位の周囲背景映像を形成す
る。
【００５１】すなわち，励起光の反射光を基にしてカラ
ーＣＣＤカメラ６０によって見えるカラー映像は，照射
された診断部位の位置把握，及び器官の活動過程で生ず
る診断部位の位置変更を追跡するために利用される背景
画面であり，内視鏡の末端部分と器官の表面の相互位置
を調節する。また，高感度白黒ＣＣＤカメラ７０の白黒
画像は，腫瘍細胞の存在地点で蛍光強度の変化によって
悪性腫瘍を発見するために利用される。
【００５２】カラーＣＣＤカメラ６０及び高感度白黒Ｃ
ＣＤカメラ７０からそれぞれ出力された，カラー映像及
び白黒映像は，制御部８０に入力される。制御部８０
は，入力されたカラー映像及び白黒映像を，デジタルデ
ータで処理し，貯蔵して分析し，白黒映像とカラー映像
を各々表示部９０の画面上に表示されるようにする。ま
た，本実施の形態においては，白黒映像とカラー映像を
一つの画面に同時にリアルタイムで見せたり，単一映像
に合成処理して表示部９０の画面上に表示されるように
する。
【００５３】以上，本実施の形態にかかる装置の作動を
蛍光条件時に対して順次に説明したが，本実施の形態の
技術的な特徴を明確にするために補充すれば次のとおり
である。
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【００５４】励起光のスペクトラム領域と遮蔽光フィル
タ１０３の特性は，蛍光物質の光スペクトラム性質に依
存する。造影剤アミノレブリン酸を用いる場合，その物
質はプロトポルフィリンＩＸ（ｐｒｏｔｏｐｏｒｐhｙ
ｒｉｎＩＸ）である。このような造影剤の励起光スペク
トラム範囲は３８０－５８０ｎｍで，これに該当する青
色－緑色（または紫色－緑色で表現される）光スペクト
ラム領域の照明が，複合光源装置１０の蛍光条件におけ
る光源で用いられた。
【００５５】広い可視光線スペクトラム部分を含んだ指
定された広範囲な光スペクトラム領域の照明（すなわ
ち，例えば３８０－５８０ｎｍの励起光）の使用は，光
励起強度の増加，及び反射光で十分な背景画像情報を提
供して，ユーザとしての医師が身体器官内部で確実な方
向を定めることができるようにする。
【００５６】蛍光強度の客観的な評価のために，相対的
な明るさ（例：最も明るい部分）を決定してリアルタイ
ムに詳細な画像の強度計算を行い，モニター画面に画像
具現し，計算された強度を画面と一緒に貯蔵することな
どを，制御部８０で遂行する。，またその制御部８０
で，獲得された蛍光画像を分析するようにした。
【００５７】蛍光画面の明るさには，検査される診断部
位自体の性質のみならず，蛍光内視鏡検査の装備，及び
方法的な特徴による一連の要素が影響を与える。このよ
うな要因では，例えば，検査過程で内視鏡末端部と診断
部位間の距離変化，内視鏡の視野内での照明光の不均一
性，対物レンズ光軸外に分布した内視鏡の画像要素の明
るさ減少，及び／またはランプの交換またはランプの老
化等による励起光の流量の変化などがあり，このような
要因は偶然に，そしてシステム的に測定誤差を与えて，
他の時間及び他の装備で獲得された結果との比較を難し
くする。
【００５８】診断部位までの距離変化によって生ずる誤
差を減らすために，内視鏡ツール通路を通してツールを
差し出し，基準距離を作って維持することができる。照
明変化と視野による装備の感度変化によって生ずる誤差
を減らすために，基準試片２００を用いた補正測定作業
から獲得された資料を基盤に，診断部位の蛍光映像の正
規化（ｎｏｒｍａｌｉｚａｔｉｏｎ）をなすようにす
る。
【００５９】すなわち，正常的な検査対象と同一／類似
な光学的特性を有した基準試片２００を有して，上述し
た本実施の形態の蛍光条件下で一連の作動を遂行して，
制御部８０で標準的な蛍光映像と関連したデータ（例え
ば，蛍光明るさ，蛍光映像の分析データ等）を確保して
貯蔵しておく。実質的な内視鏡検査時には，既に貯蔵さ
れた標準的な蛍光映像関連データを基に，診断部位の蛍
光映像の正規化をなすようにすることである。
【００６０】このように診断部位の蛍光映像の正規化を
なすことによって，診断部位１の蛍光映像を作る場合に
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おいて，例えば，内視鏡３０の末端部３０ａから診断部
位１までの距離，及び診断部位１の照明の不均一性と内
視鏡３０の視野による内視鏡対物レンズ３３の他の集光
効果等による依存性を排除した。
【００６１】基準試片２００による本実施の形態にかか
る蛍光内視鏡装置の周期的な調整は，調整装置の変動及
び部品交換により生ずる，時間による装備の特性の変動
影響などを除去することによって診断の正確性を促進さ
せることができる。
【００６２】次に，白色光条件時の本実施の形態にかか
る蛍光内視鏡装置の動作を説明する。白色光で観察時に
は，ダイクロイック光分離器５０は光経路スイッチ１０
５の操作で光線の進行方向から外れるようにする。同時
に光源スイッチ１０４は，白色光条件で複合光源装置１
０を作動させる。診断部位１から反射された白色光は，
内視鏡３０の光ファイババンドル３２と接眼レンズ４０
を通過して，ダイクロイック光分離器５０の妨害なしに
直接カラーＣＣＤカメラ６０に入り，制御部８０と表示
部９０を通して標準カラー画像を形成する。
【００６３】以上のように本発明の一実施の形態にかか
る蛍光内視鏡装置の動作を，本実施の形態にかかる蛍光
内視鏡装置を利用した診断部位彫像方法に対する説明と
並行して説明したが，本発明の一実施の形態にかかる診
断部位彫像方法の技術的特徴に対して図２を参照しなが
ら詳しく説明すると次のとおりである。
【００６４】図２は，図１の蛍光内視鏡装置に適用され
て実施される本発明の一実施の形態にかかる診断部位彫
像方法のフローチャートである。まず，光源スイッチ１
０４と光経路スイッチ１０５を操作して白色光条件にお
いて作動を始める（Ｓ２０１）。複合光源装置１０に備
わった白色光の光源によって蛍光物質（例えば，アミノ
レブリン酸造影剤）を有する診断部位１を照明すると，
これに対応する白色光の反射光は，光経路から外れるよ
うに折り畳まれて位置したダイクロイック光分離器５０
を経ないで，直接前記カラーＣＣＤカメラ６０に入力と
して提供されてカラー映像に作られる。このカラー映像
は制御部８０に入力されてデジタルデータで処理されて
分析，貯蔵されると同時に，表示部９０の画面を通して
検査診断部位１のカラー画像を表示してユーザが観察で
きるようにする（Ｓ２０２）。
【００６５】以後，観察部位が腫瘍の存在に対する疑問
を起こす，形態学的におかしい構造または色を見せる場
合，光源スイッチ１０４と光経路スイッチ１０５を操作
して蛍光検査過程に移して作動をする。複合光源装置１
０に備わった短波長の広いスペクトラム範囲（３８０－
５８０ｎｍ）を有する励起光の光源によって，蛍光物質
（例えば，アミノレブリン酸造影剤）を有する診断部位
１を照明すると（Ｓ２０３），これに対応する励起光の
反射光（これは３８０－５８０ｎｍ帯の波長を有する）
及び造影剤アミノレブリン酸によって腫瘍部位で発生す
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る蛍光（これは６００ｎｍ以上の波長を有する）が，内
視鏡３０と接眼レンズ４０を通して光線の経路上に位置
したダイクロイック光分離器５０に入射されて，各光の
経路が分離される。励起光の反射光はその光分離器５０
を通過して前記カラーＣＣＤカメラ６０に入力される。
それと同時に蛍光は，その光分離器５０に反射されて高
感度白黒ＣＣＤカメラ７０に入力される（Ｓ２０４）。
【００６６】カラーＣＣＤカメラ６０は，広い光スペク
トラム範囲（３８０－５８０ｎｍ）を有する入力された
励起光の反射光に基づいて，診断部位の背景になるカラ
ー映像を獲得する。同時に高感度白黒ＣＣＤカメラ７０
は入力された蛍光に基づいて診断部位の腫瘍を示す単色
映像を獲得する（Ｓ２０５）。
【００６７】制御部８０は，獲得されたカラーの背景映
像と，白黒の腫瘍映像をデジタル処理して，そのデータ
を貯蔵，分析すると同時に，一つの画面に同時に表示さ
せたり，相互合成して単一映像に作った後，その単一映
像を表示部９０の画面上に表示する（Ｓ２０６）。
【００６８】一方，上述したような検査を始める前に，
図３に示したように，基準試片２００を用いて，蛍光検
査段階（Ｓ２０３－Ｓ２０５）の作動を順次に遂行する
ことによって（Ｓ３０１），検査対象の診断部位の標準
的な蛍光映像に対する基準データを獲得して，制御部８
０にその獲得されたデータを貯蔵すると同時に（Ｓ３０
２），その基準データを基にして本実施の形態にかかる
蛍光内視鏡装置に対する補正を遂行して，実際，対象の
検査時に得られた蛍光映像を補正する（Ｓ３０３）。
【００６９】基準試片２００は，表面が実際検査対象と
しての胃部位と光学的に近接した特性を有する，技術的
な対象を選択する。補正過程（Ｓ３０３）は一般的に実
行された内視鏡観察における距離に対応する診断部位か
らの固定された距離（例，１０ｍｍ）で，基準試片２０
０の蛍光画像を基準データにして，制御部８０に記録貯
蔵する。
【００７０】貯蔵された基準データは，次のような方法
によって補正過程（Ｓ３０３）の遂行時に用いられる。
基準試片２００画面の最も明るい部位に対応する信号
は，診断部位１の蛍光映像の測光（ｐhｏｔｏｍｅｔｒ
ｉｃ）媒介変数の数値的な値の補正のために利用され，
内視鏡の視野の複数の点における基準試片２００映像信
号の変化は，診断部位１における蛍光信号分布の不均一
性を補正するのに用いられる。
【００７１】段階Ｓ３０１における基準試片２００を対
象にした内視鏡検査に対してさらに具体的に説明すると
次のとおりである。蛍光物質を含む診断部位１に，複合
光源装置１０の白色光源によって照明し，ダイクロイッ
ク光分離器５０が折り畳まれた状態でカラーＣＣＤカメ
ラ６０によって器官の複数の部位のカラー画像を表示部
９０を通して観察する。腫瘍の有無に対して形態学的な
構造の異常または観察部位の色が相対的に疑わしい部位
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が観察される場合，複合光源装置１０を高出力強度の短
波長照射蛍光（すなわち，励起光）に変換して，高感度
白黒ＣＣＤカメラ７０で構成された光学システムに転換
して蛍光検査過程を遂行する。
【００７２】画面のデジタル方式で貯蔵された，非正規
的な蛍光信号を，制御部８０で映像処理を通して除去す
る。蛍光画像は，表示部９０の画面で観察される。この
ような実験で基準試片２００の表面には，着色された特
殊な紙顔料が用いられたが，その紙顔料の蛍光及び反射
特性はアミノレブリン酸を食べた患者器官の胃粘液表面
特性と同一または類似である。模型実験で基準試片測定
システムを適用した結果蛍光画像の補正において，正確
性の向上と高い再現性を見せており，使用の信頼性を与
えた。
【００７３】以上，詳細に説明したように本発明による
蛍光内視鏡装置及びその装置を利用した診断部位彫像方
法によると次のような効果がある。１）光源装置の励起
光源と白色光源を通して蛍光検査のみならず一般的な内
視鏡観察ができる。２）蛍光検査から白色光観察への転
換時内視鏡をテレビジョンモジュールから分離する必要
がなく，転換過程はダイクロイックミラーの光分離器の
位置を簡単に変化させることによって効率的に遂行され
る。
【００７４】３）制御部に連結された二個のＣＣＤカメ
ラシステムは，同一診断部位でリアルタイムで蛍光及び
反射光の画像を同時に表示部を通して見せることができ
る。
４）ダイクロイックミラーの光分離器使用を通して励起
光による附加的な蛍光を減らすことによって，蛍光映像
の明暗を向上させる。
【００７５】５）レーザー代りにコーヒーレントでない
光源で蛍光励起をする場合，照明装置の交換なしに腫瘍
の多様な表示を利用することができる。コーヒレントで
ない光源は，レーザー光源に比べて使用において一般的
に非常に低廉で信頼性があって簡便である。そのような
照明装置で最適の部品の選択は，高出力の励起光と広い
波長範囲の照明可能性（アミノレブリン酸薬品と一緒の
作業で３８０－５８０ｎｍの可視光線スペクトラム範
囲）を与える。これにより，医師が信頼して器官の検査
された部位を確認することができるようにして，内視鏡
の末端部の位置を制御するようにする。
【００７６】６）蛍光条件で励起光に対応する蛍光及び
反射光の伝達は，二個の他のＣＣＤカメラの使用を通し
てなされ，定められた各自の機能を最適に遂行する。す
なわち，最初の場合はカラー映像の高画質を背景画面
に，二番目の場合は単色の高感度映像を非正常部位画面
で提供する。７）制御部としてのコンピュータ分析を通
して画面の信号分配を示すヒストグラムは，リアルタイ
ムで診断部位の画像の蛍光強度を量的に評価することが
できるようにする。



(10) 特開２００３－２０４９２４

10

20

17
【００７７】８）基準試片による装備の補正の遂行，蛍
光画像のコンピュータ映像処理，距離固定方法の使用等
は，内視鏡の端面から対象の表面まで距離の変化，照明
の非均一性，内視鏡の視野による光の他の集光，時間及
び場所による装備の感度の変化等によって生ずる誤差を
減らすようにすることによって，蛍光分析の正確性を向
上させる。９）データの作業と一緒にコンピュータマル
チメディア手段の使用はデジタルビデオクリップ形態で
観察結果を貯蔵する。結果的に，上述した本発明のすべ
ての長所はさらに正確な診断を可能にして装備使用に便
利性を与える。
【００７８】以上，添付図面を参照しながら本発明にか
かる蛍光内視鏡装置および診断部位彫像方法の好適な実
施形態について説明したが，本発明はかかる例に限定さ
れない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載された
技術的思想の範疇内において各種の変更例または修正例
に想到し得ることは明らかであり，それらについても当
然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００７９】
【発明の効果】以上説明したように，本発明にかかる蛍
光内視鏡装置及びその装置を利用した診断部位彫像方法
によれば，白色光で診断部位における映像観察を可能に
して，診断部位で蛍光診断検査時蛍光強度の客観的な評
価，及び誤差を引き起こす要素の依存性を減らすことに
よって蛍光内視鏡診断の正確性を高めることができる。*
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*【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態にかかるる蛍光内視鏡装
置のブロック構成図である。
【図２】図１の蛍光内視鏡装置による診断部位彫像方法
のフローチャートである。
【図３】基準試片を対象にした内視鏡検査過程を説明す
るフローチャートである。
【符号の説明】
１：診断部位
１０：複合光源装置
２０：光ケーブル
３０：内視鏡
３１，３２；光ファイババンドル
３３：内視鏡対物レンズ
４０：接眼レンズ
５０：ダイクロイック光分離器
６０：カラーＣＣＤカメラ
７０：高感度白黒ＣＣＤカメラ
８０：制御部
９０：表示部
１０１，１０２：対物レンズ
１０３：遮蔽光フィルタ
１０４：光源スイッチ
１０５：光経路スイッチ
２００：基準試片

【図１】 【図２】
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